
４
つ
の
課
題
を
説
明

市
役
所
に
は
30
人
、
都
治

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー
に
は
20
人
の
市
民
が

集
ま
り
ま
し
た
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

冒
頭
、
山
下
市
長
は
「
市
議

会
の
意
見
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
直
接
意

見
を
聴
く
た
め
に
開
催
し
ま

し
た
」
と
挨
拶
。
前
半
で
は
、

江
津
市
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
▼
旧
庁
舎
の
取
り
扱
い
、

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
▼

江
の
川
治
水
対
策
、
▼
山
陰

自
動
車
道
に
つ
い
て
、
現
状

と
市
長
の
認
識
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

と
く
に
旧
庁
舎
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
時
間
を
割
き
、

維
持
も
し
く
は
撤
去
に
向
け

て
、
文
化
的
・
歴
史
的
価
値

と
維
持
し
た
場
合
の
将
来
的

な
財
政
負
担
、
負
の
遺
産
と

な
る
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

が
他
自
治
体
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
３
回
目
の

接
種
が
12
月
以
降
に
順
次
始

ま
る
と
述
べ
ま
し
た
。

江
の
川
治
水
に
つ
い
て
は
、

治
水
事
業
費
の
さ
ら
な
る
増

額
を
、
国
へ
要
請
し
て
い
る

と
説
明
し
ま
し
た
。

山
陰
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
進
捗
率
が
用
地
87
％
・

工
事
15
％
と
の
現
状
、
開
通

に
よ
る
企
業
誘
致
の
可
能
性
、

国
へ
開
通
時
期
の
明
示
を
求

め
て
い
る
こ
と
を
語
り
ま
し

た
。

質
疑
で
市
長
に
物
申
す

後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、

旧
庁
舎
に
つ
い
て
維
持
・
存

続
を
求
め
る
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
図
書

館
の
現
状
か
ら
、
旧
庁
舎
と

あ
わ
せ
て
の
新
た
な
図
書
館

を
整
備
す
る
要
望
が
目
立
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
旧
庁
舎
に

つ
い
て
議
論
す
る
な
ら
、
内

覧
会
や
市
民
が
話
し
合
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
せ
る
場
を
設

け
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
旧
庁
舎
に

つ
い
て
の
市
長
の
説
明
が
、

維
持
に
関
し
て
は
否
定
的
な

も
の
ば
か
り
だ
っ
た
と
の
指

摘
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
意
見
に
対
し
、
市
長
は
財

政
的
・
将
来
的
な
視
点
か
ら
、

総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
し

ま
し
た
。

江
の
川
治
水
で
は
、
治
水

計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
に
あ
た
っ
て
、
被
災
す
る

可
能
性
の
高
い
住
民
は
、
一

刻
も
早
く
災
害
か
ら
逃
れ
る

の
が
一
番
の
望
み
で
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
住
民
の
声
を
丁

寧
に
と
り
入
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
市
長
は
、

様
々
な
手
法
が
あ
り
、
ま
ず

は
地
域
で
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
大
事
な
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
周
知

が
十
分
で
な
く
、
防
災
無
線

な
ど
も
活
用
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

21
日
（
日
）
に
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
午
前
９
時
30
分
か
ら

二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

流
セ
ン
タ
ー
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー

で
す
。

現
在
も
市
道
・
農
道
で

３
路
線
が
通
行
止
め

17
日
に
行
わ
れ
た
江
津
市

議
会
建
設
経
済
委
員
会
の
閉

会
中
調
査
で
は
、
８
月
12
日

か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
に

つ
い
て
、
市
役
所
担
当
課
か

ら
被
害
状
況
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

市
が
管
轄
す
る
道
路
で
は
、

市
道
の
川
戸
渡
田
線
・
谷
う

つ
１
号
線
の
２
路
線
、
農
道

の
波
子
農
免
農
道
が
現
在
も

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
の
補
助
を
受
け
る

た
め
の
査
定
が
12
月
に
行
わ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
後
に
工
事
が
発
注
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
復
旧
時
期
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
を
含
む
道
路
で
の
被

害
は
、
市
道
32
カ
所
・
農
道

８
カ
所
・
林
道
18
カ
所
と
な
っ

て
お
り
、
被
害
総
額
は
２
億

３
０
４
０
万
円
に
上
り
ま
す
。

河
川
で
は
、
市
が
管
轄
す

る
部
分
で
の
被
害
は
15
カ
所

に
お
よ
び
、
こ
ち
ら
の
被
害

総
額
は
８
３
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

農
作
物
の
被
害
額
は

５
１
５
８
万
円

農
地
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

田
で
は
冠
水
が
１
１
０
㏊
だ
っ

た
の
対
し
て
損
傷
が
あ
っ
た

の
が
１
㏊
、
畑
で
は
冠
水
が

50
㏊
だ
っ
た
の
に
対
し
て
損

傷
が
あ
っ
た
の
が
０
・
４
㏊

と
な
っ
て
お
り
、
被
害
総
額

は
５
３
８
万
円
で
し
た
。

農
業
用
施
設
と
し
て
は
水

路
が
４
カ
所
で
被
害
を
受
け

６
０
０
万
円
、
農
業
用
機
械

と
し
て
は
２
経
営
体
が
浸
水

に
よ
り
３
１
４
０
万
円
の
損

害
を
被
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

獣
害
防
護
柵
は
４
地
区
で
１

６
３
０
ｍ
が
倒
伏
し
、
林
業

用
作
業
道
の
１
カ
所
で
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。

秋
の
収
穫
時
期
を
目
前
に

被
害
を
受
け
た
農
作
物
で
は
、

被
害
総
額
が
５
１
５
８
万
円

に
上
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
の

う
ち
主
な
も
の
と
し
て
は
、

水
稲
２
３
０
０
万
円
・
桑
１

３
５
０
万
円
・
ご
ぼ
う
３
０

０
万
円
・
大
豆
70
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
し
た
農
家
に
は
「
こ

れ
を
機
に
辞
め
よ
う
か
と
思

う
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、

報
告
で
は
「
就
農
意
欲
の
低

下
は
あ
る
も
の
の
、
現
状
で

離
農
す
る
と
は
聞
い
て
い
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
農
家
が
、

意
欲
を
持
っ
て
生
産
を
続
け

ら
れ
る
支
援
が
必
要
で
す
。
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森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

残
る
任
期
は
８
カ
月

山
下
市
長
が
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
語
っ
た
こ
と

14
日
、
山
下
市
長
が
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
江
津
市
役

所
と
都
治
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

８
月
豪
雨
災
害
か
ら
３
カ
月

市

内

で

の

被

害

状

況

国会議員の

文書通信交通滞在費
大きな注目を集める

「文通費」について、

日本共産党江津市委員

会にも問い合わせが寄

せられています。

しんぶん赤旗日曜版

では、11月21日付２面

に日本共産党国会議員

団の取り組み、日本維

新の会などが主張する

「身を切る改革」の正

体、問題の本質、どう

変えるべきなのかを掲

載しています。



女
性
や
子
ど
も
の
願
い

９
項
目
の
予
算
化
求
め
る

新
婦
人
で
は
、
女
性
・
子
ど

も
の
願
い
や
要
望
を
行
政
や
市

議
会
に
届
け
る
運
動
を
続
け
て

お
り
、
市
長
に
対
し
て
は
懇
談

し
て
要
望
を
届
け
、
市
議
会
に

は
陳
情
書
を
提
出
し
て
き
ま
し

た
。
改
善
・
実
現
し
た
も
の
も

あ
れ
ば
、
実
現
で
き
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
た
め
、
今
回
は
22

年
度
予
算
編
成
の
時
期
に
合
わ

せ
、
要
望
を
と
り
入
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
要
求
・
懇
談
し
ま
し

た
。以

下
が
要
求
と
回
答
で
す
。

◆
新
婦
人
で
は
、
早
く
か
ら
教

室
・
給
食
調
理
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
要
望
し
実
現
し
て
い

る
が
、
次
は
小
中
学
校
の
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

↓

面
積
が
広
く
天
井
が
高
い
た

め
、
設
置
費
に
加
え
維
持
費
が

高
額
に
な
る
。
慎
重
な
検
討
が

必
要
。

◆
避
難
所
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め

の
仕
切
り
の
配
備
を
。

↓

避
難
所
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
流
セ
ン
タ
ー
や
防
災
備
蓄
倉

庫
に
備
蓄
し
て
い
る
。

◆
公
共
施
設
で
の
Ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
を
。

↓

パ
レ
ッ
ト
江
津
・
市
民
体
育

館
・
新
庁
舎
で
は
利
用
で
き
る
。

地
場
産
セ
ン
タ
ー
で
も
整
備
予

定
。
22
年
度
以
降
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
高
速
通
信
網
整
備
が
進

め
ば
、
Ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ
環
境
の
整

備
も
可
能
と
考
え
る
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

へ
の
助
成
を
。

↓

財
政
状
況
で
困
難
。

◆
子
ど
も
の
医
療
費
の
中
学
校

卒
業
ま
で
の
無
償
化
を
。

↓

県
か
ら
半
額
助
成
を
受
け
、

小
学
生
の
無
償
化
を
開
始
し
て

い
る
。
支
援
の
あ
り
方
の
一
つ

と
し
て
検
討
す
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
の
均
等
割
か

ら
子
ど
も
を
除
外
し
、
保
険
料

の
軽
減
を
。

↓

22
年
度
か
ら
未
就
学
児
に
５

割
減
額
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
な

る
減
額
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
地
場
産
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
。

↓

２
階
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

進
め
る
予
定
。

◆
学
校
の
ト
イ
レ
環
境
改
善
を
。

↓

学
校
生
活
を
送
る
上
で
必
要

と
考
え
、
改
修
を
検
討
す
る
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
と
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
同
時
に
検
体
採
取

で
き
る
よ
う
予
算
化
を
。

↓

市
内
の
医
療
機
関
で
対
応
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。

旧
態
依
然
と
し
た

市
長
の
認
識

「
学
校
の
ト
イ
レ
環
境
改
善
」

の
な
か
で
、
学
校
の
ト
イ
レ
に

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ

よ
う
に
生
理
用
品
を
置
い
て
欲

し
い
と
要
望
し
た
際
、
市
長
は

「
設
置
場
所
の
問
題
も
あ
り
、

ト
イ
レ
で
は
管
理
が
難
し
い
。

す
で
に
設
置
し
て
い
る
保
健
室

へ
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
、
市

議
会
の
一
般
質
問
で
の
答
弁
と

同
様
に
「
保
健
室
の
利
用
で
、

経
済
的
な
問
題
な
ど
で
困
っ
て

い
る
子
ど
も
の
状
況

を
把
握
で
き
る
」
と

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

「
ト
イ
レ
に
行
き
た

い
の
に
、
ど
う
し
て

保
健
室
を
経
由
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
「
子
ど
も
の
窮

状
や
貧
困
状
況
に
つ

い
て
は
、
給
食
費
の
滞
納
な
ど

も
含
め
て
担
任
こ
そ
把
握
で
き

る
し
、
保
健
室
任
せ
に
す
べ
き

問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
管
理

で
問
題
が
起
こ
っ
た
時
は
、
そ

れ
を
子
ど
も
た
ち
と
解
決
す
る

こ
と
が
、
生
き
た
教
材
に
な
る
」

「
こ
れ
は
人
権
の
問
題
で
あ
り
、

世
界
で
も
日
本
で
も
大
き
な
流

れ
に
な
っ
て
い
る
」
と
懇
談
に

参
加
し
た
会
員
か
ら
次
々
と
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

市
長
も
「
勉
強
す
る
」
と
答
え

ま
し
た
。
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こ
の
度
の
総
選
挙
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
苦
、
と
り
わ

け
現
役
世
代
の
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
、
非
正
規
労
働
者
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
、
そ
の
対
応
が

争
点
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
後
早
速
、
生
活
一
時
金

の
支
給
が
政
治
的
課
題
と
し
て

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
高
齢
者
の
生
活
は
ど
う
な

の
か
と
い
う
点
は
あ
ま
り
話
題

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
65
歳

以
上
の
人
を
高
齢
者
と
言
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
人
の
多
く
は

年
金
受
給
者
で
す
。
「
年
金
が

少
な
く
て
生
活
が
で
き
な
い
」

「
生
活
を
切
り
詰
め
て
な
ん
と

か
暮
ら
し
て
い
る
」
「
年
金
が

だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
、

深
刻
で
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

年
金
の
種
類
や
保
険
料
を
か

け
た
年
数
に
よ
っ
て
、
年
金
の

受
給
内
容
は
変
わ
り
ま
す
が
、

年
金
者
組
合
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

年
金
受
給
者
の
総
数
は
約
４
４

０
０
万
人
。
う
ち
厚
生
年
金
加

入
者
は
１
５
０
０
万
人
、
国
民

年
金
加
入
者
は
２
９
０
０
万
人

で
す
。
厚
生
年
金
は
企
業
に
雇

用
さ
れ
、
労
使
折
半
で
保
険
料

を
払
っ
て
い
ま
す
が
国
民
年
金

は
個
人
払
い
で
す
。
国
民
年
金

加
入
者
に
は
「
保
険
料
が
高
額

で
払
え
な
い
」
「
免
除
申
請
手

続
き
が
で
き
て
い
な
い
」
な
ど

の
理
由
で
、
無
年
金
者
に
な
っ

た
人
が
２
０
１
９
年
時
点
の
推

計
で
、
高
齢
者
人
口
の
２
％
に

あ
た
る
77
万
人
。
国
民
年
金
の

み
の
受
給
者
（
25
年
以
上
納
付
）

は
平
均
月
額
５
万
７
６
４
円
。

納
付
25
年
未
満
の
で
平
均
月
額

は
男
性
１
万
９
１
０
７
円
、
女

性
１
万
８
９
６
９
円
。
年
金
月

額
が
10
万
円
未
満
の
人
は
男
性

１
１
３
万
人
（
７
・
１
％
）
、

女
性
２
６
６
万
人
（
16
・
１
％
）

で
、
女
性
だ
け
で
み
る
と
50
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
低
年
金
は

女
性
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
年

金
生
活
者
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か

ら
、
働
い
て
生
活
を
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
多
く
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で

職
を
失
い
深
刻
な
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
早
急
に
対
策
を
立

て
暮
ら
し
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

年
金
は
２
０
１
３
年
度
か
ら

２
０
２
１
年
度
ま
で
に
６
・
５

％
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０

０
４
年
に
導
入
さ
れ
た
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
（
年
金
水
準
を

自
動
的
に
引
き
下
げ
る
仕
組
み
）

が
原
因
で
す
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
年
金
制
度
へ
、
変
え
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
金
者
組
合

河
野
哲
雄

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

低
年
金
生
活
者
の
暮
ら
し
は
大
変

新
日
本
婦
人
の
会

２
０
２
２
年
度
予
算
要
求
書
を
提
出

11
日
、
新
日
本
婦
人
の
会
江
津
支
部
（
支
部
長
・
山
崎
漳
子―

以
下
、
新
婦
人
）
が
、
山
下
市
長
へ
２
０
２
２
年
度
で
の
予
算
要

求
書
を
提
出
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

16
日

15
日

15
日

14
日

13
日

13
日

12
日

浜

浦

真

美

大

屋

篤

志

岡

本

浜

夫

佐

々

木

龍

一

佐

々

木

昇

髙

澤

早

苗

森

岡

清

（
64
）

（
61
）

（
63
）

（
45
）

（
97
）

（
67
）

（
89
）

渡

津

町

都

野

津

町

跡

市

町

都

野

津

町

黒

松

町

江

津

町

跡

市

町

学
校
の
ト
イ
レ
へ
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同

じ
よ
う
に
生
理
用
品
を
常
備
す
る
よ
う
迫
る


